
　

赤
星
直
忠
（
一
九
〇
二
〜
九
一
）
は
、
三
浦
半
島
を
中
心
と
し
て
主
に
考
古
学
的
な
調

査
を
重
ね
、
神
奈
川
県
域
の
文
化
財
保
護
に
功
績
が
あ
り
、
中
世
史
研
究
に
と
っ
て
も
鎌

倉
周
辺
の
「
や
ぐ
ら
」
研
究
な
ど
で
馴
染
み
深
い
。
そ
の
調
査
記
録
資
料
類
、
い
わ
ゆ
る

「
赤
星
ノ
ー
ト
」
は
生
前
に
神
奈
川
県
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
の
研
究
論
文
等
で
引
用
さ
れ

て
い
る
の
に
接
す
る
機
会
も
少
な
く
な
い
。

　

一
方
、
今
回
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
全
貌
が
公
開
さ
れ
た
の
は
、『
考
古
学
研
究

資
料
』
と
題
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
全
六
冊
（
赤
星
直
忠
博
士
文
化
財
資
料
館
所

蔵
）
で
、
全
体
の
分
量
は
「
赤
星
ノ
ー
ト
」
に
及
ば
な
い
が
、
亡
く
な
る
ま
で
手
元
で
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
記
録
期
間
は
二
〇
歳
の
一
九
二
二
年
か
ら
五
〇
歳
の
一
九

五
二
年
に
及
ぶ
が
、
大
部
分
は
美
術
教
師
を
勤
め
な
が
ら
遺
跡
調
査
を
重
ね
た
一
九
四
〇

年
頃
ま
で
に
な
る
。
本
人
の
研
究
と
し
て
も
地
域
の
学
術
に
と
っ
て
も
充
実
し
た
青
春
期

の
記
録
で
、
今
日
で
は
失
わ
れ
た
遺
跡
も
あ
り
、
ま
た
軍
の
統
制
に
よ
る
制
約
下
で
の
活

動
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
時
代
の
証
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
見
開
き
ペ
ー
ジ
で
白
紙
等
を
除
く
と
約
六
五
〇
カ
ッ
ト
、
そ
れ

に
貼
り
込
み
写
真
類
は
別
カ
ッ
ト
と
し
て
収
め
、
裏
面
の
メ
モ
も
で
き
る
だ
け
画
像
化
し

て
い
る
。
新
聞
記
事
、
ガ
リ
版
刷
の
資
料
類
や
私
信
の
貼
り
込
み
も
あ
り
、
私
的
事
情
の

箇
所
な
ど
は
細
か
く
マ
ス
キ
ン
グ
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。
付
加
デ
ー
タ
と
し
て
は
見
開

き
一
カ
ッ
ト
を
単
位
に
、
概
要
、
遺
跡
・
寺
院
等
、
市
町
村
名
、
登
場
人
物
、
年
月
日
と

い
っ
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
情
報
を
拾
っ
て
条
件
検
索
の
項
目
化
し
、
ま
た
全
文
検
索
の
対
象

に
も
し
て
（
例
え
ば
原
点
と
な
る
宗
元
寺
は
全
冊
に
登
場
）、
メ
モ
の
翻
刻
も
一
部
登
録

済
で
、
関
連
情
報
と
も
ど
も
、
利
用
者
参
加
に
よ
り
充
実
を
図
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

別
途
、
一
覧
性
の
高
いPD

F

版
と
し
て
冊
ご
と
全
頁
カ
ラ
ー
で
、
奈
良
文
化
財
研
究

所
「
全
国
遺
跡
報
告
総
覧
」
に
登
録
し
てW

eb

公
開
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
は
左
右
余

白
に
見
出
し
を
加
え
、
冊
ご
と
に
目
録
・
索
引
を
備
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
出
典
明
記
を

条
件
と
す
る
自
由
利
用
を
可
能
と
し
て
い
る
（CC BY

 4.0

）。

　
　

https://jm
apps.ne.jp/akahoshinaotada_digitalarchive/

（
藤
原
重
雄
）

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
「『
赤
星
直
忠
考
古
学
研
究
資
料
』
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

（
二
〇
二
一
年
九
月
二
三
日
公
開
）
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二
〇
一
一
年
か
ら
四
年
間
、
屋
根
の
葺
き
替
え
を
主
と
す
る
正
倉
院
宝
庫
の
整
備
工
事

が
行
わ
れ
た
。
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
で
は
、
工
事
に
あ
た
り
宝
庫
外
に
運
び
出
し
た
唐

櫃
二
〇
六
合
に
つ
い
て
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
等
を
用
い
た
悉
皆
調
査
を
実
施
し
、
新
た
に
多

く
の
墨
書
銘
文
を
確
認
し
て
、
様
々
な
新
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
調
査
成
果
は
、

飯
田
剛
彦
・
佐
々
田
悠
「
正
倉
院
櫃
類
銘
文
集
成
（
一
）―
古
櫃
」「
同
（
二
）―
慶
長
櫃
・

元
禄
櫃
」（『
正
倉
院
紀
要
』
四
一
・
四
三
、
二
〇
一
九
・
二
一
年
）
に
詳
し
い
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
三
点
の
墨
書
銘
を
と
り
あ
げ
、
平
安
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
内

部
に
お
け
る
文
物
の
動
き
を
描
き
出
し
て
い
く
。
正
倉
院
宝
庫
に
は
、
光
明
皇
后
が
奉
献

し
た
宝
物
以
外
に
も
、
奈
良
時
代
の
製
作
に
か
か
る
貴
重
な
古
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
か
つ
て
東
大
寺
の
諸
堂
塔
で
分
散
的
に
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
九
世

紀
半
ば
の
承
和
年
間
に
管
理
状
況
の
把
握
が
進
め
ら
れ
、
一
〇
世
紀
前
半
の
延
喜
年
間
に

な
っ
て
保
存
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
る
と
、
大
規
模
火
災
の
経
験
か
ら
防
災
・
防
犯
意
識

が
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
厳
密
な
管
理
が
可
能
な
寺
内
各
所
の
綱
封
倉
に
古
器
物

が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
〇
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
古
器
物
は
正
倉
院

宝
庫
で
一
括
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
じ
く
五
月
一
日
経
を
中
心
と
す
る
古
経
巻
も

正
倉
院
宝
庫
に
い
つ
し
か
移
納
さ
れ
、
古
文
化
財
の
効
率
的
な
一
元
管
理
体
制
を
、
東
大

寺
全
体
と
し
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
経
巻
に
つ
い
て
は
南
都
焼
討
後
に
取
り

出
さ
れ
、
寺
の
教
学
復
興
を
支
え
る
べ
く
活
用
さ
れ
た
が
、
後
に
尊
勝
院
聖
語
蔵
に
納
め

ら
れ
て
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
『
東
大
寺
要
録
』
に
よ
っ
て
論
じ

ら
れ
て
き
た
寺
内
で
の
古
文
化
財
の
動
き
を
、
実
際
に
そ
れ
ら
を
納
め
て
移
動
し
た
唐
櫃
へ

の
墨
書
と
い
う
、
よ
り
信
頼
度
の
高
い
史
料
を
も
と
に
、
具
体
的
に
描
き
出
す
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
文
化
財
保
護
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
も
注
目
す
べ
き
成
果
で
あ
ろ
う
。

　

延
喜
二
一
年
（
九
二
一
）
に
造
東
大
寺
所
の
倉
庫
か
ら
正
倉
院
宝
庫
へ
と
移
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
墨
書
を
も
つ
唐
櫃
二
合
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
は
正
倉
院
文
書
の
ま
と
ま
り
が
納

め
ら
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
の
指
摘
も
刺
激
的
で
あ
る
。　
　
　
　
（
稲
田
奈
津
子
）

飯
田
剛
彦
「
平
安
時
代
の
東
大
寺
に
お
け
る
古
器
物
・
古
経
巻
の
保
存
と
活
用
」（『
叙

説
』
第
四
七
号
、
奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
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名
古
屋
・
東
海
地
方
を
拠
点
に
現
代
美
術
批
評
を
営
む
雑
誌
（
二
〇
〇
三
年
創
刊
）
で
、

巻
頭
に
組
ま
れ
た
特
集
。
Ａ
５
判
で
三
〜
八
頁
の
短
い
七
本
と
作
家
等
の
コ
ラ
ム
か
ら
な
る

が
、
と
く
に
歴
史
学
の
研
究
と
深
く
関
わ
る
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
っ
た
二
本
を
紹
介
す
る
。

　

副
田
一
穂
「
色
眼
鏡
を
外
す
―
歴
史
資
料
の
カ
ラ
ー
化
に
ま
つ
わ
る
倫
理
的
問
題
に
つ

い
て
―
」
は
、
英
国
・
帝
国
戦
争
博
物
館
の
依
頼
に
よ
り
同
館
の
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ
ヴ

か
ら
制
作
し
た
映
画
「T

hey Shall N
ot Grow

 O
ld

（
邦
題
：
彼
ら
は
い
き
て
い
た
）」

（
二
〇
一
八
年
）、
お
よ
び
渡
邉
英
徳
ら
に
よ
る
戦
災
記
録
写
真
等
を
用
い
た
「
記
憶
の
解

凍
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例
に
、
副
題
の
論
点
を
ご
く
簡
潔
に
論
じ
る
。
両
事
例
に
お
い
て

は
、
モ
ノ
ク
ロ
原
資
料
の
カ
ラ
ー
化
と
そ
の
提
示
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
基

礎
的
な
メ
タ
デ
ー
タ
の
欠
落
な
い
し
軽
視
、
原
資
料
の
検
証
（
歴
史
学
で
言
う
史
料
批
判
）

と
い
う
観
点
の
不
在
、
カ
ラ
ー
化
の
妥
当
性
を
「
修
復
」
過
程
に
含
め
た
り
、「
解
凍
」
と

い
う
比
喩
で
か
わ
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
映
像
・
写
真
が
情
動
に
訴

え
る
効
果
の
大
き
さ
ゆ
え
に
、
い
っ
そ
う
倫
理
的
課
題
に
立
ち
止
ま
る
必
要
性
が
あ
る
。

　

朝
日
美
砂
子
「
名
古
屋
城　

記
録
の
歴
史
」
は
、
明
治
維
新
後
の
名
古
屋
城
に
関
す
る

記
録
資
料
の
状
況
を
整
理
し
、
外
部
に
膨
大
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
陸
軍

師
団
の
所
管
か
ら
、
本
丸
周
辺
が
宮
内
省
へ
と
移
管
さ
れ
、
そ
の
離
宮
も
昭
和
五
年
（
一

九
三
〇
）
に
名
古
屋
市
へ
下
賜
さ
れ
た
。
上
質
な
資
料
は
所
有
者
の
変
更
時
に
形
成
さ

れ
、
昭
和
二
〇
年
五
月
の
空
襲
焼
失
以
前
の
姿
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
資

料
に
も
と
づ
き
再
建
さ
れ
た
昭
和
天
守
閣
に
つ
い
て
、
そ
の
建
築
詳
細
は
公
的
出
版
物
と

さ
れ
ず
、
さ
ら
に
再
建
後
の
名
古
屋
城
の
諸
活
動
も
記
録
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
解
体
さ
れ
る
方

向
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
ま
た
近
年
完
成
し
た
本
丸
御
殿
に
つ
い
て
も
、
復
元
過
程
を
詳

細
に
記
録
し
た
出
版
物
の
予
定
が
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
二
本
に
共
通
す
る
の
は
「
な
し
く
ず
し
的
」（
18
頁
）
に
進
め
ら
れ
る
事
態
に
対

す
る
、
学
術
研
究
か
ら
み
た
批
評
的
な
視
点
で
、
そ
れ
は
ア
ー
ト
の
社
会
的
機
能
に
関
わ

る
立
ち
位
置
で
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
重
雄
）

「
特
集　

記
録
と
再
生
の
倫
理
学
」（
芸
術
批
評
誌
『
リ
ア
』
四
七
号
、
リ
ア
制
作
室
、

二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
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